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(1) 

編集役場企画室昭和48年 5月発行

IHJ自慢

村自慢のテレビ出演
EiPiZ置E
4月1日現在

4月4 日午後 2時より 25分間テレビケ曲梨の企画番組、 「リビンゲや

iまなしJK;.-石原町長以下町民の多数が出演、昭和町の史跡、伝統、郷

土芸能、および施設園芸などについて、司会者の質問化対し出演者は一

生懸命説明し、最後K昭和音頭を踊りながら終りました。

3， 073人

3，074人

6， 147人

1， 508人

男

女

世帯数

計

鰍総務あせらずに待つ/見る/守る/注意して総務議



(2) 町広.報.和昭昭和 48年 5月 1日

先
般
の
町
議
会
三
月
定
例
会
に
お
い
て
)・
町
の

規
則
正
し
い
開
発
を
願
う
す
べ
て
の
町
民
を
代
表
一

し
て
「
秩
序
あ
る
町
づ
く
り
と
、
環
境
保
全
宣
言
」

を
採
沢
し
、
こ
れ
に
と
も
な
う
指
導
要
綱
が
、
次

の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
宅
地
造
成
な
ど

一

で
、
こ
の
要
綱
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た

と
き
に
は
、
注
音
叫
し
、
み
ん
な
で
よ
り
よ
い
町
づ
一

く

り

を

進

め

ま

し

ょ

う

。

一

一
、
目
的
昭
和
町
の
計
画
的
な
土
地
利
用

を
推
進
し
、
地
域
の
秩
序
あ
る
発

展
を
図
る
た
め
、
乙
の
要
綱
に
よ

り
土
地
利
用
事
業
(
以
下
「
事

業
」
と
い
う
。
)
を
行
な
う
場
合

の
指
導
基
準
等
を
定
め
、
民
間
起

筆
台
(
以
下
寸
萎
官
等
」
と
い
う
。
)

が
適
切
K
事
業
を
実
施
す
る
よ
う

指
導
す
右
も
の
と
す
る
。

ニ
、
対
象
事
業

乙
の
要
綱
に
よ
る
対
象
事
業
は
、

主
と
し
て
業
者
等
が
、
住
宅
・
工

業
・
レ
ク
レ
l
シ
ョ
ン
等
の
用
に

供
す
る
目
的
で
行
な
う
事
業
(
土

地
利
用
目
的
の
変
更
・
土
地
の
区

画
・
形
質
の
変
更
等
を
い
う
。
)

と
す
る
。

三
、
指
導
方
針

ω
昭
和
町
は
、
と
の
要
綱
に
よ

り
県
と
相
互
に
連
携
を
図
り
、

適
切
な
指
建
監
督
す
る
も
の

と
す
る
。

ω
業
者
等
の
事
業
の
取
り
扱
い

に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
事
業
計

画
が
そ
の
目
的
お
よ
び
内
容
に

お
い
て
指
導
基
準
に
合
致
す
る

よ
う
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。

ω
指
導
基
準
に
受
口
し
な
い
事

業
に
つ
い
て
は
、
当
蓋
事
業
の

中
止
ま
た
は
変
更
等
の
勧
告
を

行
な
う
と
と
も
に
、
こ
れ
に
従

わ
な
い
場
合
は
当
該
事
業
に
関

係
の
あ
る
公
共
的
事
業
等
は
一

切
行
な
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

四
、
指
導
基
準

萎
官
等
に
対
す
る
指
導
基
準
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

ω
一
般
的
基
準

ア
昭
和
町
の
長
期
総
合
計
画

に
要
口
す
る
も
の
で
あ
る
乙

ル」。

イ
災
害
防
止
対
策
が
十
分
講

じ
ら
れ
、
地
域
の
防
災
上
役

立
つ
も
の
で
あ
る
乙
と
。

ウ
そ
の
地
域
の
将
来
の
発
展

上
望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
て
、

住
民
の
福
祉
向
上
に
貢
献
度

の
高
い
も
の
で
あ
る
ζ

と。

エ
公
共
事
業
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

オ
関
係
法
令
等
K
照
ら
し
適

法
な
も
の

t
あ
る
こ
と
。

カ
集
団
的
優
良
農
地
、
災
害

防
止
の
た
め
保
全
す
べ
き
土

地
、
自
然
環
境
を
積
極
的
K

保
全
す
べ
き
土
地
で
な
い
こ

井、
キ
給
水
施
設
、
排
水
施
設
、

交
通
施
設
笠
ず
施
設
の
計
画
は
、

町
の
既
存
の
諸
施
設
に
影
響

を
与
え
な
い
よ
う
対
策
が
講

じ
ら
れ
る
南
芹
を
備
え
て
い

る
こ
と
。

ク
周
辺
地
域
の
自
然
環
境
と

調
和
し
、
か
っ
、
自
然
保
護

と
環
境
保
全
を
配
慮
し
た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
空
地
の
管

理
も
適
切
で
あ
る
乙
と
。

ω
事
業
基
準

ア
事
業
区
域
内
の
道
路
は
、

交
通
上
支
障
の
な
い
幅
員
が

確
保
さ
れ
舗
装
及
び
関
連
道

路
と
の
関
係
が
良
好
な
も
の

で
あ
る
乙
と
。

イ
工
場
排
水
、
雑
排
水
、
し

尿
処
理
簿
の
排
水
K
つ
い
て

は
環
境
が
汚
染
さ
れ
な
い
よ

う
配
慮
さ
れ
る
こ
と
。

ウ
事
業
区
域
内
に
あ
る
河
川
、

水
路
お
よ
空
事
業
区
域
下
流

の
当
該
河
川
に
対
す
る
溢
水

防
禦
上
ま
た
は
、
管
理
上
に

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。

エ
防
火
水
槽
等
必
要
な
消
防

施
設
が
設
置
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

オ
公
園
、
広
場
等
の
用
地
、

お
よ
び
基
本
的
施
設
が
謹
歪
台

の
負
担
に
よ
り
確
保
さ
れ
、

担
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
乙

ル」。

ゆ
技
術
的
基
準

ア
都
市
計
画
施
設

開
発
行
為
を
し
よ
う
と
す

る
土
地
の
区
域
、
お
よ
び
そ

の
周
辺
の
区
域
K
す
で
に
道

路
、
公
園
、
そ
の
他
公
共
施

設
等
K
関
す
る
計
画
が
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
開
発
計
画

が
昭
和
町
総
合
計
画
K
適
合

し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ
道
路
計
画

道
路
は
、
区
域
外
の
既
存

道
路
及
び
華
市
計
画
道
路
等
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ウ

の
機
能
を
阻
害
し
な
い
ょ
う

か
つ
次
の
基
準
K
適
合
し

て
配
置
さ
れ
て
い
る
乙
と
0

・

l
開
発
区
域
内
の
道
路
の

幅
員
は
、
六
メ
ー
ト
ル
以

上
(
小
区
間
で
通
行
上
支

障
な
い
と
認
め
た
と
き
は

こ
の
限
り
で
は
な
い
。
)

と
し
、
予
定
建
築
物
の
敷

地
が
当
該
道
路
K
接
す
る

よ
う
配
置
す
る
こ
と
。
-

H
H
開
発
区
域
内
の
主
要
な

道
路
は
、
区
域
外
の
九
メ

ー
ト
ル
以
上
(
主
と
し
て

住
宅
の
用
に
供
す
る
も
の

六
、
五
メ
ー
ト
ル
以
上
)

の
道
路
に
接
続
寸
る
こ
と
。

た
だ
し
周
辺
に
規
定
幅
員

以
上
の
道
路
が
な
い
場
合

で
、
か
っ
、
交
通
上
支
障

な
い
と
き
等
や
む
を
得
な

争
い
と
認
め
た
と
き
の
幅
員

に
つ
い
て
は
、
町
と
業
者

等
で
協
議
し
て
定
め
る
。

…
川
道
路
は
、
原
則
と
し
て

階
段
状
、
ま
一
角
は
袋
路
状

と
し
な
い
こ
と
。

公
園
計
画

公
園
は
、
利
用
者
の
有
効

な
利
用
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

な
位
置
に
著
し
い
狭
長
寸
屈

曲
等
の
な
い
形
状
で
、
次
の

基
準
に
よ
り
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
o
'
尚
、
自
己
の
居
住

又
は
自
己
の
業
務
の
用
K
供

す
る
た
め
の
開
発
行
為
に
つ

い
て
は
A

こ
の
限
り
で
な
い
0

・1

開
発
区
域
の
面
積
が
、

0
・一

h
以
上
0
・
三
品

未
満
の
開
発
行
為
K
つ
い

て
は
、
適
当
な
広
場
文
は

緑
地
を
一
箇
所
設
け
る
乙

夫、
H
H
公
園
の
周
囲
に
は
、
さ

く
を
-
設
け
て
一
箇
所
以
上

の
出
入
口
を
設
け
る
こ
と
。

エ
排
水
計
画

開
発
区
域
内
の
排
水
は
、

周
辺
の
地
域
の
状
況
等
も
勘

案
の
う
え
推
定
さ
れ
る
雨
水

お
よ
び
汚
水
を
有
効
K
排
水

で
き
る
よ
う
、
次
の
基
準
に

よ
り
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
0

・
l
開
発
区
域
内
の
下
水
合
同

水
及
び
汚
水
)
は
、
有
効

に
排
水
で
き
る
区
域
外
の

排
水
路
、
河
川
、
そ
の
他

の
排
水
施
設
等
に
接
続
し

て
い
る
こ
と
。

H
H
雨
水
以
外
の
下
水
は
、

原
則
と
し
て
暗
渠
(
内
径

二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

戸

上
)
に
よ
り
排
水
さ
れ
る

こ
在
。
な
お
、
道
路
K
暗

1

J

渠
を
設
け
る
と
き
の
上
被

一

り
は
、
交
通
に
支
障
の
な

、

い
構
造
と
す
る
。

…
川
管
渠
の
始
点
、
屈
曲
点
、

管
の
内
の
り
幅
の
二
一

O

倍
以
内
の
距
離
、
そ
の
他

管
理
上
必
要
な
位
置
陀
マ

ン
ホ
ー
ル
が
設
け
ら
れ
て

い
る
乙
と
。
た
だ
し
、
管

の
内
径
三

0
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
下
の
も
の
は
一

0

メ
ー
ト
ル
間
隔
と
す
る
。

オ

敷
地
の
安
全

宅
地
を
常
蔵
す
る
と
き
は
、

次
の
乙
と
を
十
分
留
意
の
う

え
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
0

・
l
沼
地
、
湿
地
等
軟
弱
地

盤
に
つ
い
て
は
、
ボ
ー
リ

ン
グ
等
十
分
な
地
質
調
査

を
行
な
い
冷
蔵
後
地
盤
の

沈
下
、
ま
た
は
隆
起
の
生

‘じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
乙

井、
H
H
地
下
水
等
の
影
響
で
、

地
盤
の
ゆ
る
み
な
ど
が
生

ず
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、

地
盤
の
安
全
上
必
要
な
措

置
を
と
る
こ
と
。

カ
消
防
施
設
計
画

消
防
施
設
が
、
消
防
法
に

よ
る
基
準
K
適
合
し
な
い
と

き
は
、
同
法
K
定
め
る
構
造

に
よ
る
消
火
栓
、
防
火
水
槽

等
を
設
け
る
乙
と
。

キ
上
記
基
準
以
外
の
も
の
は
、

都
市
計
画
法
の
基
準
を
準
用

す
る
も
の
と
す
る
。

五
、
指
導
手
順

山
業
者
等
は
、
事
業
を
実
施
し

ょ
う
と
す
る
と
き
は
(
土
地
の

買
収
ま
た
は
そ
の
計
画
の
時
息

は
土
地
利
用
協
議
書
(
別
添
)

K
よ
り
事
前
K
事
業
計
画
(
土

地
の
先
行
投
資
に
つ
い
て
は
予

、
定
さ
れ
る
事
業
計
画
)
等
を
添

え
て
、
町
長
K
提
出
し
協
議
す

る
も
の
と
す
る
。

ω
町
長
は
、

ωKよ
り
協
議
を

受
け
た
と
き
は
、
乙
の
要
綱
K

よ
り
適
切
な
指
導
を
行
な
う
も

の
と
す
る
。

ω
町
長
は
、

ωKよ
り
協
議
を

受
け
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
庁

内
関
係
室
、
課
長
等
で
構
成
す

る
土
地
開
発
調
整
委
員
会
に
付

議
し
、
検
討
す
る
と
と
も
に
、

特
に
必
要
と
認
め
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
都
市
計
画
審
議
会
K

付
議
し
、
そ
の
意
見
を
聴
取
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
指
遭
基
準
に
合

致
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
協
議

に
同
意
す
る
も
の
と
す
る
。

ω
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

原
則
と
し
て
町
長
と
業
者
等
と

ぬ
聞
で
協
定
を
締
結
し
、
円
滑

な
事
業
の
推
進
K
つ
と
め
る
も

の
と
す
る
。

六
、
次
に
掲
げ
る
地
区
等
は
除
外
と

す
る
。
た
だ
し
、
特
に
必
要
と
す

る
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ω
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
(
昭
和
四
十
四
年
法

律
第
五
八
号
)
に
基
づ
い
て
農

用
地
利
用
計
画
が
定
め
ら
れ
た

地
区
。
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中学校用地整地現場で

48年度一般会計才入才出予算性質別分析図表S 、

財産収入 58 
寄 附金

昭
和
四
十
八
年
度

険
特
別
会
計
予
算
は

千
円

国
民
健
康
保

八
一
四
七
ニ

昭
和
四
十
八
年
度
、一
般
会
計
予
算

昭
和
四
十
八
年
度
予
算
が
去
ち
五

用
地
買
収
費
約
三
千
万
円
と
急
激
に

月
定
例
町
議
会
に
於
て
、
三
月
十
二
増
加
し
、
そ
れ
と
、
人
件
費
、
扶
助

日
か
ら
二
十
二
日
迄
の
会
期
の
結
果
費
等
必
ず
負
担
む
江
.け
れ
ば
な
ら
な

定
ま
与
ま
し
た
。

a

-

い
義
務
的
経
費
が
四
三

・
五
婚
を
占

才
入
に
つ
い
て
は
、
税
収
の
伸
び
め
な
が
ら
も
投
資
的
経
費
を
成
る
べ

が
少
な
く
、
自
主
財
源
は
三
三

・

九

く
多
く
す
る
為
補
助
費
、
物
件
費
等

婦
で
、
依
存
財
源
六
六
・
一
婦
と
云
を
出
来
る
だ
け
節
約
b
、
事
業
費
へ

う
比
率
で
、
三
割
自
治
と
云
う
言
葉

一三
場
財
源
を
振
向
け
別
表
の
様
な

の
と
お
り
苦
し
い
予
算
で
す
。

・
矛
算
，の
編
成
を
致
し
ま
し
た
。

才
出
に
つ
い
て
は
、
公
債
費

(長

期
借
弘ハ
れ
資
金
の
返
済
)
が
中
学
校

昨
年
よ
り
一
二
、
「
O
五
五
千
円
の

増
と
な
り
ま
す
が
、
医
療
費
の
増
の

た
め
止
ひ
を
得
な
い
こ
と
と
な
り
ま

す。

、

モ
の
増
額
さ
れ
た
も
の
は
、
国
庫

支
出
金
の
八
、
四
五
四
千
円
増
と
保

険
税
で
二
、
二
四
五
千
円
、
繰
越
金

等
で
て
三
五
六
千
円
を
充
当
致
し

て
居
り
ま
す
。

歳 入 歳 出

科 目 金 額 科 目 金 額

国民健康保険税 30.125千円 総 務 費 4，4 43千円

使用料及手数料 4 療養給付費 74，907 

国庫支出金 4 9，76 6 保健施設費 1，259 

県支出金 184 公 債 費 1 

繰 入 金 1 繰上充用金 ー1

諸 収 入 362 諸支出 金 361 
寄 附 金 30 予 備 費， .500 
繰 越 金 1，000 
三口』 計 8 1，4.7 2 ぷロ~ 計 8 1，4 72 



口同

町
老
人
ク
ラ
ブ
桜
を
植
え
る
…

8

河
東
中
島
老
人
ク
ラ
ブ
植
え
ま
し
た
。

和

(

会

長

雨

宮

英

雄

)

さ

ん

乙

の

桜

が

一

斉

K
桜
き
そ
ろ
う
よ
哨

昭

ら

十

九

名

は

、

去

る

三

月

う

大

事

に

育

て

ま

し

-J
っ

。

川

二
十
六
日
、
緑
化
運
動
に
文
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
お
ば
あ
ち
ゃ

M

当
り
、
中
島
の
西
部
を
流
ん
。
こ
の
桜
の
下
で
お
花
見
出
来
る
M

れ
る
山
伏
川
の
土
手
の
両
よ
う
な
が
い
き
し
て
下
さ
い
。
山

側
に
桜
の
苗
木
を
約
一

K

脚

メ
ー
ト
ル

K
わ

た

り

百

本

州

一

ら

叩

報
て一カ
広

一

南

…

引一

-v

…

昭
一
カ
3

。

…

レ
U
X時

4
4
一b
R

M

新
旧
役
員
さ
ん

ご
く
ろ
う
さ
ま

で
す
。

O
印

の

区

は

今

回

改

選

さ

れ

ま

し
た
。

白j

中島老‘人クラブ〈山伏川で〉

区 名 区長名 区長代理名 衛生委員名 土木委員名

西条一区 伊藤信一 米山豊夫 塩沢 ヌ正ヨ己ヒ 野沢正典

。西条二区 小宮山酔 渡辺進 高野幸一 五味義章(秋山俊明) 

清水新居 林 平一 今福俊彦 秋山高儀 保坂幹雄

西条新田 宮崎‘正ム 長田忠次 塩田孝治 鮎川敏明
J (山田守氾吐) 

伊藤広章O 押 越 依田 ・広
上杉章臣

三神喜一

河東中島 中沢喜友 塚田 大 山本圭三 神宮寺辰雄

O 紙漉阿原 小宮山光治 窪田博次 伊藤二郎 IJ富山三四十

築地新居 磯部 磯部富雄 田中 保 望月太助

O 飯 喰 相原 豊 小沢春男 局野秀次 今沢佳幸

O 河 西 松田寿広 品橋 豊 功万辰弘 萩原貞夫

上河東 野沢益男 小野義雄 金丸英一 伊藤 優

548年度各区役員が次の通り決まる

ま
ち
の
新
し
い
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
及
び
補
充
員

も
決
る
/

去
る
三
月
定
例
議
会
に
於
て
、
任

期
満
了
に
伴
う
新
し
い
次
の
選
挙
管

理
委
員
会
委
及
び
補
充
員
が
、
選
挙

の
結
果
当
選
致
し
ま
し
た
。

又
委
員
長
も
決
り
四
月
十
四
日
以

後
四
年
間
選
挙
行
政
に
当
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。

委

員

長

今

沢

儀

十

飯

喰

委

員

福

島

賢

西

条

新

田

，
清

水

湊

紙

漉

阿

原

山

田

誠

一

押

越

補

充

員

秋

山

善

雄

清

水

新

居

柳
沢
八
十
一
河
東
中
島

磯

部

安

政

築

地

新

居

細

田

文

男

上

河

東

世
界
の
都
市
人
口
で
-一
番
多
い
都

市
は
、
お
隣
上
海
で
一
二

O
O万
を

乙
え
て
世
帯
最
大
で
、
東
京
は
二
番

目
の
都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
国
連
統
計
)



お)

各課紹介

課務総

る
こ
と
。
議
会
提
出
案
件
の
統
括
一

に
関
す
る
こ
と
。
公
文
書
の
収
受
一

及
び
発
送
、
条
例
、
規
則
等
の
制
一

r

定
改
廃
、
並
び
に
告
示
、
公
告
に
一

関
す
る
こ
と
。
職
員
の
人
事
に
関
一
最
近
特
K
土
地
等
の
譲
渡
が
激
増

す
る
こ
と
。
境
界
変
更
、
廃
置
分
一
し
、
乙
れ
に
伴
い
売
人
買
入
が
交
す

合
等
K
関
す
る
乙
と
。
交
通
安
全
一
契
約
書
に
収
入
印
紙
を
貼
り
忘
れ
た

対
策
K
関
す
る
乙
と
。
他
に
行
政
…
り
、
文
金
額
の
違
う
印
紙
を
貼
っ
た

一
般
と
他
の
課
及
び
他
の
係
に
属
一
り
す
る
と
過
怠
税
が
課
さ
行
ま
す
。

さ

な

い

こ

と

。

一

こ

の

僚

な

印

紙

税

は

文

書

そ

の

も

一
の
に
か
か
る
税
金
で
す
か
ら
印
紙
税

「
財
政
係
」

'

一
の
か
か
る
文
書
を
つ
く
る
と
き
は
、

町
の
才
入
才
出
予
算
の
編
成
及
一
た
と
え
同
じ
内
容
の
も
の
を
何
通
も

ぴ
経
理

K
関
す
る
乙
と
。
町
有
財
一
つ
く
る
場
合
で
あ
っ
て
え
そ
れ
ぞ

産
及
び
営
造
物
K
関
す
る
こ
と
。
…

収

入

支

出

会

司

起

債

及

び

地

万

一

し

/

ゲ

ト

ヘ
J

ノ

交

付

税

に

関

す

る

こ

と

。

監

査

こ

/

、

℃

〆

話

斗

手

関
す
る
乙
と
。
消
防
に
関
す
る
乙
一

q
f
ベ
協
U
P」

r
l
J門〕
1
A
売

と。

J

日
切
ノ
よ
し

V
1

/
句
、

ε.」

¥、
1
9

、ノNa
w、

{
手

【
/
‘

U
『

¥
I
E
1

、

ザ
{
、
ゾ

h
i
L
K

，
買

れ
の
文
書
に
印
紙
税
が
か
か
り
ま
す
A

又
そ
の
区
間
た
と
え
多
額
の
取
引
を

行
な
う
場
合
で
あ
っ
て
も
文
書
を
作

成
し
な
い
場
合
は
印
紙
税
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。

特
に
気
を
付
け
て
頂
さ
震
い
点
を

次
に
例
挙
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

。
領
収
書
を
持
っ
て
い
な
か
フ
た

の
で
仮
領
収
書
を
発
行
む
た
と
き
。

1 1 2 1 でんわ

和町広報

総
務
課
は
次
の
と
お
り
二
つ
に
分

れ
て
お
り
、
事
務
内
容
も
地
味
な
面

が
あ
り
ま
す
が
、
課
員
一
一
同
地
域

住
民
の
福
祉
の
た
め
に
努
力
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

昭

「
総
務
係
」

秘
書
、
儀
礼
、
表
彰
等
K
関
す

昭和48年 5月1日

ー寸

構

総

井裏
口長

成
L-

淳
夫

l
-
1
1
総
務
係

l

係

長

誠
悦
三

古鷹
屋野

主

事事

克
子
国
夫
F

柳
沢

主用
務
員

小
林

1
1
用
務
員
沢
木
乙
の
ゑ

-

財

政

係

十

吋

長

山鷹
下野

真
吾
雪
江

事

収

入

印

紙

を

忘

れ

ず

に

ぐ7乙じ

日
税
務
課
よ
り
け

仮
領
収
書
で
も
金
銭
を
受
取
フ
た

と
い
う
事
実
を
証
明
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
印
紙
を
貼
っ
て
下
さ
い
0

0

土
地
建
物
を
売
り
、
売
買
契
約

書
を
正
副
二
通
作
成
し
た
と
き
。

。
正
式
な
契
約
書
を
つ
く
ら
ず
に
、

念
書
、
覚
書
~
承
諸
書
な
ど
を
作

フ
て
済
ま
せ
た
時
古

念
書
や
覚
書
で
も
契
約
の
成
立

し
た
こ
と
な
ど
を
、
証
明
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
契
約
書
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
印

-

紙
を
貼
っ
て
下
さ
い
♂

。
元
の
契
約
書
の
内
容
を
一
部
変

更
(
全
額
等
)
し
て
契
約
書
を
つ

く
ア
た
と
き
。

す
で
に
成
立
し
て
い
る
、
契
約

の
内
容
を
変
更
し
た
り
、
新
た
な

内
容
を
追
加
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
作
る
文
書
も
同

様
に
印
紙
を
貼
っ
て
下
さ
い
。

ま
ち
の
乳
児
医
療
助
成
が

四
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

昭
和
町
で
は
乳
児
の
か
か
る
医
療
し
て
下
さ
い
。

費
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
ョ
て
、
乳
ロ
医
療
費
の
助
成
は
一
ヶ
月
単

児
の
健
や
か
な
成
長
K
寄
与
す
る
と
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

と
も
に
、
医
療
費
の
軽
減
を
図
る
た
そ
の
月
末
K
本
人
負
担
分
を
治

め
に
次
K
よ
り
助
成
を
致
し
ま
す
。
療
を
受
け
た
医
院
等
の
窓
口
で

①
該
当
児
は
一
才
未
満
の
も
の
支
払
う
と
と
も
に
、
先
の
申
請

(
満
一
才
K
達

し

た

日

か

ら

そ

の

書

K
そ
の
証
明
を
受
り
て
役
場

属
す
る
月
の
末
日
ま
で
の
期
聞
を
住
民
課
へ
提
出
下
さ
い
。

含

む

。

)

ハ

そ

の

申

請

に

も

と

づ

い

て

、

②
助
成
金
の
額
、
各
種
保
険
法
K

後
日
役
場
か
ら
支
払
通
知
書
が

係
る
一
部
負
担
金
(
本
人
負
担
分
)
発
行
さ
れ
ま
す
か
ら
、
役
場
窓

を

助

成

し

ま

す

。

口

で

、

助

成

金

を

受

了

し

て

下

③
医
療
費
の
補
助
申
請
に
つ
い
て
。
さ
い
。

イ
病
気
等
に
よ
り
医
療
を
う
け
以
上
犬
網
で
す
イ
、
詳
し
い
事
は

る
時
t

保
筆
官
は
乳
児
医
療
助
役
場
住
民
課
係
へ
問
合
せ
下
さ
い
。

成
資
格
証
持
参
の
上
、
役
場
窓

口
で
、
補
助
申
請
の
手
続
き
を
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峡
中
東
部
農
業
共
済

組
合
合
併
推
進
協
議
会

公
立
長
、
田
富
町
長
森

本
長
利
)
は
、
中
巨
寧

郡
東
部
の
竜
王
町
、
玉

穂
村
、
昭
和
町
、
田
富

町
の
農
業
共
済
事
業
及

び
敷
島
町
農
業
共
済
組

合
を
合
併
す
る
た
め
、

県
の
指
導
方
針
に
基
づ

い
て
一
年
間
研
究
協
議

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
関
係
者
の
努
力

に
よ
り
本
年
四
月
一
日

合
併
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
合
併
の
ね
ら
い
は
、
組
合
組

織
の
合
理
化
を
図
り
、
事
業
運
営
の

昭(η 

基
盤
を
強
化
し
て
、
農
家
へ
の
サ
ー

ビ
ス
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

近
年
の
経
済
成
長
に
よ
り
、
地
域

農
業
は
従
来
の
米
、
麦
、
養
蚕
を
中

心
と
す
る
農
業
か
ら
、
国
民
生
活
の

需
要
K
応
じ
た
果
樹
、
家
畜
、
そ
菜

へ
と
し
だ
い
に
変
っ
て
き
ま
し
た
。

一
宵
農
業
労
働
人
口
が
都
市
に
流
れ

兼
砦
富
民
家
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
伝
現
状
か
ら
み
て
、
今
ま

で
の
組
合
規
模
で
は
農
業
災
害
補
償

制
度
の
効
果
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

共
盗
事
業
は
、
従
来
の
農
作
物
、

蚕
繭
、
家
畜
任
意
共
済
の
ほ
か
、
新

た
に
果
樹
共
済
が
と
り
入
れ
ら
れ
、

こ
れ
か
ら
増
加
す
る
果
樹
栽
培
の
農

家
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
組
合
の
職
員
は
、
敷
島
農
業
共

済
組
合
の
職
員
四
名
に
、
他
の
町
村

酌
ん
か
ら
新
規
に
採
用
し
た
職
員
各
一
名

職
づ
っ
計
八
名
K
な
る
が
、
軌
道
に
の

陥
る
ま
で
当
分
の
問
、
今
ま
で
の
町
村

わ
の
担
当
職
員
が
助
言
指
導
す
る
と
共

識
に
連
合
会
よ
り
一
一
名
の
職
員
が
出
向

務
し
て
そ
の
事
務
に
当
る
。

一
同
尚
事
務
所
は
、
本
町
の
旧
保
健
セ

共
ン
タ
ー
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

〈
峡
中
東
部
農
業
共
済
組
合

電
話
。
五
五
ニ
七
五
二
四

O
一

(
押
原
小
，体
育
館
東
側
で
す
)

代
理
人
に
よ
る
印
鑑
の

登
録
と
印
鑑
証
明
書
の
交

付
申
請
手
続
き
の
お
知
ら

せ。
印
鑑
登
録
及
び
印
鑑
登

録
証
明
書
の
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
本
人
が

や
む
を
得
な
い
理
由
で
窓

口
へ
出
頭
で
き
伝
い
と
三

は
代
理
人
民
委
任
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
委
任
状

に
必
ず
本
人
が
所
定
の
事

項
を
明
確
に
記
入
し
、
乙

川
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

んせま

‘，
 

約
若
草
の
緑
も
濃
く
な
り
、
農
作
業
し
大
き
な
被
害
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に

は
が
い
そ
が
し
く
な
る
に
つ
れ
て
住
民
な
り
ま
す
。

所
が
水
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

る

そ

れ

K
伴
な
う
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
地
域
に
お
い
て
適
切
な
対
策
と
全
住

炉
生
じ
て
き
ま
す
が
、
特
に
最
近
川
K

民
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
河
川
は
き

を
ゴ
ミ
を
流
す
人
が
ふ
p

失
町
内
各
所
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
住
民

自
で
川
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。
交
通
の
一
人
一
人
が
自
覚
し
、
川
へ
ゴ
:
を

は
激
し
い
道
路
で
は
、
事
故
の
原
因
K

拾
て
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

寸
も
な
り
ま
玄

白

川
拭
コ
ミ
を
拾
て
る
も
の
で
な
く

ま
た
田
畑
の
中
に
お
い
て
も
、
田
処
理
す
J

る
も
の
と
お
た
が
い
に
注
意

ん
ぼ
の
水
口
K
棒
切
れ
や
廃
棄
物
な
し
ま
し

f
z

ど
が
つ
か
え
た
り
、
畑
の
中
K
浸
水

れ
に
署
名
、
捺
印
(
印
鑑
は
員
長
済

又
は
登
録
し
よ
う
と
す
る
印
鑑
H
実

印
)
し
て
代
理
人
民
実
印
と
、
と
も

に
持
参
さ
せ
て
下
さ
い
。

i収入印紙:

⑪ i 

(たのむ人)

住所昭和町

氏名

生年月日 明治、大正、昭和

私l以$土

i通忌受領 (;技~j録品 .ι叫匂切H符干f魚，付s録2ト.荘n~変主 L犯l! . 現 s録j!晦起止.限全2書f "か"'1 務務)} 

に関するいつきいの行F為うを委任します

閥均三 月 号

番地

{実印}
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品川
N

日
じ
五
、
、
与
民
主
Z
1
A
K
ヲ

&吟
I
j
I
DOず
い

d
Z勾
ザ
院
院
栽
培
も

d
F

学
も級
に
学
ん
で

私
は
乙
の
講
座
を
授
け
ら
れ
た
事
し
て
く
だ
さ
い
ι

を
心
よ
り
感
謝
申
ゆ
上
げ
、
‘
こ
の
講
二
、
子
ど
も
の
話
を
真
剣
に
聞
い

座
を
企
画
さ
れ
ま
し
た
昭
和
町
に
厚
て
く
だ
さ
い
。

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
二
十
よ
く
聞
く
た
め
に
は
待
つ
事

回
の
講
座
を
振
り
返
り
ど
の
講
座
も
が
大
切
で
す
。

み
な
す
ば
ら
し
い
内
容
で
、
し
か
も
三
、
自
分
の
気
持
で
同
じ
事
を
、

修
了
し
て
み
る
と
、
あ
ま
り
に
も
短
ほ
め
た
り
、
叱
っ
た
り
す
る
矛

か
か
っ
た
様
な
錯
誤
を
致
し
て
お
り
盾
し
た
態
度
は
し
な
い
で
下
き

ま
す
。
又
こ
の
講
座
に
多
く
の
事
を
い
。

学
ぶ
乙
と
が
出
来
ま
し
た
ζ
と
を
、
い
ろ
い
ろ
な
身
岳
な
問
題
を
例
に

本
当

K
良
か
っ
た
と
思
い
達
9
。
講
と
っ
て
わ
か
り
や
す
し
書
か
れ
た
本

座
を
聞
き
な
が
ら
、
い
つ
も
感
じ
た
を
読
み
文
先
生
の
お
話
を
聞
き
な
が

事
は
、
自
分
が
今
ま
で
家
庭
で
子
ど
ら
強
く
感
じ
た
事
は
、
日
常
生
活
の

も
に
対
し
、
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
反
中
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
親
の
話
し
万

省
す
'る
点
が
多
い
の
に
驚
き
ま
し
だ
。
民
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
す
ば
ら
し
く

甲
斐
志
郎
先
生
の
書
か
れ
た
本
の
良
く
な
る
も
の
で
あ
る
事
を
教
え
ら

中

か

ら

れ

ま

し

た

。

「

子

‘ど
も
と
遊
び
」
乙

一、

仁子
ど
も
の
気
持
が
見
え
る
親
の
講
座

K
心
か
ら
ひ
か
れ
、
遊
び
の
重

に
な
り
ま
心

7
3。
商

産

を

再

認

識

じ

広

し

た

。

自

由

紀

子
ど
も
-
の
気
持
を
艮
く
r

理
解
手
足
を
動
か
し
、
土
を
踏
み
、

'そ
し
て

昭昭和 48年 5月1日

自
然
の
中
で
回
り
の
物
を
良
く
見
る
、

豊
か
な
遊
び
は
、
創
造
力
豊
か
伝
子

ど
も
を
作
り
出
し
、
自
分
の
頭
で
考

え
、
頭
の
体
操
を
お
、こ
な
っ
て
わ
る

の
だ
と
言
う
、
遊
び
は
脳
の
発
達
は

も
ち
ろ
ん
、
人
格
形
成
に
重
要
な
役
・

割
を
持
つ
も
の
で
あ
る
事
を
教
え
ら

れ
ま
し
た
。

又
幼
児
期
は
、
性
椅
火
格
の
基

礎
が
作
ら
れ
る
人
間
の
一
生
で
最
も

大
切
な
時
代
v

で
あ
る
な
言
う
お
話
に
、

育
児
に
対
す
る
親
の
責
任
の
重
大
さ

を
感
じ
、
親
白
鳥
司
自
主
的
、
自
発

的
に
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
を

痛
感
致
し
ま
し
た
。

、

，

こ
れ
か
ら
は
多
く
の
講
座
で
学
ん

だ
事
を
役
立
た
せ
、
子
ど
も
と
一
緒

に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
条
二
区
長
谷
川

文

テ
ニ
ス

パ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
誕
生

昭
和
町
体
育
協
ム
戸
内
に
本
年
よ
り

軟
式
テ
ニ
ス
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
が

設
立
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
ス
ポ
l

ヅ
を
楽
し
む
た
め
一
人
で
も
多
く
の

部
員
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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